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             作業支援員：長浜 慶 

 去った７月１９日（日）に地域交流会ということで、山中自治会の皆さん、親の会役員、みや

こ学園職員とグランドゴルフをしました。天気にも恵まれ、大勢の方の参加もあり、また、珍プ

レーや好プレーも続出し、とても和やかにプレーを楽しみました。その後の慰労会では、カラオ

ケをしたり、ビンゴゲームをしたりと、すごく盛り上がりました。参加してくださった皆さんあ

りがとうございました。これからも地域の皆さんと協力し合い親睦を深めていきたいと思いま

す。これからもよろしくお願いします。 

職職職   員員員   研研研   修修修   会会会   施設長  伊志嶺博司

 先月１０日、埼玉県で障害者の就労に積極的に取り組んでいる埼玉福興（株）の新井利昌社長

をお招きして、障害者との関わりについて、ご講話を頂き職員の資質の向上と福祉的ではなく、

民間ベースでの障害者に対しての取り組みを勉強をしたく、学園の食堂にて、職員研修会を行い

ました。埼玉福興（株）は、平成 8 年に障害者の雇用創出を目的に設立され、当初医療器具や事

務用品の部品組立を請け負っていましたが、不安定なメーカ下請けからの脱却を目指し、平成 17
年に土耕によるベビーリーフ生産を足がかりに農業への進出を果たされました。その後、富山県

にて農業（水耕栽培）を通し障害者の就労実績のある野菜ランド立山（故・宇治稔社長）さんに

触発され、障害者の手による、より安定した農業生産が可能な水耕栽培を、平成 18 年 12 月から

開始されました。新井社長は会社の信念を「家族という形」「労働力の主力となって働く」をテー

マに、「障害者がさまざまな形で社会的に自立できるような環境を創出し、障害者と共に人生を歩

む環境とシステムを創造することが目的」とご説明され、水耕栽培（葉菜類）を中心に、日常生

活に欠かせない農産物を大切に作る仕事を通じて、障害者と共に社会貢献できる職場づくりに励

んでいきたいと話されました。私も昨年の９月に埼玉福興（株）を訪問する機会がありました。

そこの生産現場では、新井社長がお話されておられたように、皆さん元気よく頑張っている姿は、

とても頼もしく感じました。また、いろいろな 
作業に創意工夫をされ、随所にオリジナリテ 
ィを発揮されていて感心させられました。 
今回、このように企業として地域に根ざし地 
域と共に障害福祉に取り組んでいる埼玉福興 
（株）の新井利昌社長をお招きして、職員研 
修が出来たことは、職員一人一人が今後の障 
害者支援について大いに参考なったことと確 
信しております。講師の新井社長には、障害 
者就労支援や貴重な体験など、ご講話頂き、 
感謝致します。有り難う御座いました。 

 

「救命講習会」  庶務課長：宮平浩賢

  

７月２２日（水）午後四時半より、宮古島消防署の救急救

命士を含めて３人の消防隊員に来て頂き、みやこ学園に於い

て、救命講習会を行いました。 

倒れている人の意識の確認（無し）→助けを求める（１１

９）→気道の確保→呼吸の確認（無し）→人工呼吸（省略可

能）→胸骨圧迫（心臓マッサージ：３０回）→ＡＥＤによる

電気ショックという流れを人形を使って体験実習しました。

 現場に居合わせた人が早期に除細動を行うことの重要さ

を教えていただきました。いつでも勇気を持って実施できる

ように、訓練を繰り返すことがとても大切であることを再認

識しました。消防署のみなさんありがとうございました。 

 

 

 

 
                    就業支援員：池間恵美 
  

満４年を迎えメンバーに余裕と成長が見られ「食べる」か

ら「作る」へ楽しみの変化あり。回を重ねる毎に皆さんから

は「・・をつくりた～い」との要望があがり、メニューを急

遽変更することもあります。今回は、皆さんからリクエスト

の多かったカレー作りです。包丁使いも大分慣れてきました。

メンバー同士で切り方や行程など教えあえるまでになり頼も

しく成長を感じます。材料の切り方各々大小さまざまですが、

和やかな雰囲気で実践 
しています。 
休日の一時を食作りで 
何かひとつでも得るも 
のがあればいいですね 
毎回皆さんと計画しな 
がら余暇をエンジョイ 
している西里・池間で 
す。 

 

余 暇 活 動 

食べてばかりいないでハイ！やってー 

 

講演中の新井利昌社長 

全員集合！スタート式 ホールインワン数回？ リラックスタイムで懇親会 
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宮宮宮古古古特特特別別別支支支援援援学学学校校校ＰＰＰＴＴＴＡＡＡ施施施設設設見見見学学学    支援課長：瀬名波正敏 
  

７月２７日（月）に沖縄県立宮古特別支援学校の教員・保護者・生徒さん達３９名が施設見学

に訪れました。最初にグループホームの見学から始まり、施設の概要と建設するに至った経緯な

ど施設長が説明しました。皆さん関心が強いようで説明に聞き入っていました。 

 引き続き、学園に向かい、施設の概要や利用者の日課及び作業の内容などの説明をしました。

実際にハウスの中に入り説明を聞き、利用者の仕事が大変であることを感じているようでした。

その後施設長の講話があり、これからのみやこ福祉会の方向性と障害者の将来などを話し理解を

求めました。保護者の皆さんも子供達の卒業後のことを考えると不安もあるようで、色々な角度

からの質疑応答がある中、興味を持って話を聞き、我々施設に期待していることを強く感じまし

た。これからも、交流を深めながら協力しあい、色々なことに取り組んでいきたいと思います。

お誕生日おめでとうございます  

 
谷村泰子さん 

砂川絵美さん 

 
池村美保さん 

☆ 谷村泰子さん（２９歳） 
泰子さん、お誕生日おめでとうございます。早いもので宮古島での

生活も２年を迎え、夏の暑さにも強くなって作業へも積極的に参加し

てくれます。 
これからもよろしくです。       生活支援員：砂川里子 
                       

☆ 砂川絵美さん（２８歳） 
いつも朗らかな絵美さんです。パンを焼き場から包装に移すとても

重要なポジションを率先して行っています。彼氏の話もちらほら聞か

れるようになってきましたね！これからもいつも笑顔でいられるよ

う、一緒に頑張っていきましょう。お誕生日おめでとうございます。 
                     作業支援員：黒沢由香 
 
☆ 池村美保さん（２２歳） 

お誕生日おめでとうございます。パン作りでは、すでにベテランで 
常に黙々と作業を行う美保さん。ほかの利用者さんや支援員へのさり

げないサポートも大変助かっています。アダナスでの頼れるお姉さん

としてこれからもよろしくお願いします。 
                     作業支援員：与那城笑未 

 

平成２０年度  決 算 報 告 書 

貸 借 対 照 表 

借   方 貸   方 

金   額 金  額 
科   目 

合計 本  部 みやこ学園 分場 相談支援 

科   目 

合計 本  部 みやこ学園 分場 相談支援

流動資産  50,296,412 1,815,233 39,774,962 7,836,836 869,381 流動負債  7,240,706 292,800 4,686,715 1,469,004 792,187

現金預金  20,132,229 1,815,233 15,601,071 2,546,544 169,381 短期運営資金借入金 0 0 0 0 0

未収金  28,959,627 0 22,969,335 5,290,292 700,000 未払金  6,729,305 0 4,468,114 1,469,004 792,187

立替金  747,896 0 747,896 0 0 預り金  334,110 292,800 41,310 0 0

前払金  456,660 0 456,660 0 0 仮受金  177291 0 177,291 0 0

短期貸付金 0 0 0 0 0   

仮払金  0 0 0 0 0   

固定資産  154,133,028 1,000,000 148,433,209 3,701,931 997,888 固定負債  25,260,760 0 25,260,760 0 0

（基本財産） 122,096,231 1,000,000 121,096,231 0 0 設備資金借入金 21,070,000 0 21,070,000 0 0

建物 119,762,231 0 119,762,231 0 0 退職給与引当金 4,190,760 0 4,190,760 0 0

土地 1,334,000 0 1,334,000 0 0   

基本財産特定預金 1,000,000 1,000,000 0 0 0 負債の部合計 32,501,466 292,800 29,947,475 1,469,004 792,187

その他固定資産 32,036,797 0 27,336,978 3,701,931 997,888 純資産の部 

構築物  13,303,582 0 13,303,582 0 0 基本金  22,625,000 14,427,240 8,197,760 0 0

車両運搬具 2,840,090 0 1,987,202 0 852,888 基本金  22,625,000 14,427,240 8,197,760 0 0

器具及び備品 8,745,760 0 4,994,744 3,606,016 145,000 国庫補助金等特別積立金 83,394,387 0 83,394,387 0 0

権利  127,780 0 71,240 56,540 0 国庫補助金等特別積立金 83,394,387 0 83,394,387 0 0

その他積立預金 2,500,000 0 2,500,000 0 0 その他の積立金 2,500,000 0 2,500,000 0 0

その他の固定資産 4,519,585 0 4,480,210 39,375 0 次期繰越活動収支差額 63,408,587
△

11,904,807
64,168,549 10,069,763 1,075,082

  次期繰越活動収支差額 63,408,587
△

11,904,807
64,168,549 10,069,763 1,075,082

  （うち当期活動収支差額） 14,058,992 △ 677,478 10,263,944 3,397,444 1,075,082

  純資産の部合計 171,927,974 2,522,433 158,260,696 10,069,763 1,075,082

  資産の部 204,429,440 2,815,233 188,208,171 11,538,767 1,867,269 負債及び純資産の部合計 204,429,440 2,815,233 188,208,171 11,538,767 1,867,269

資 金 収 支 計 算 書 

金  額 
勘 定 科 目 

合計 本  部 みやこ学園 分  場 相談支援

 授産事業収入  （１） 31,331,420 0 13,954,323 17,377,097 0

 授産事業支出  （２） 29,546,885 0 12,195,201 17,351,684 0授産事業活動による収支

 授産事業資金収支差額  （３）＝（１）－（２） 1,784,535 0 1,759,122 25,413 0

福祉事業収入  （４） 116,170,993 305,621 85,047,175 26,073,904 4,744,293

福祉事業支出  （５） 99,760,560 750,599 71,621,749 23,761,083 3,627,129福祉事業活動による収支

福祉事業活動資金収支差額  （６）＝（４）－（５） 16,410,433 △ 444,978 13,425,426 2,312,821 1,117,164

施設整備等収入  （７） 1,500,000 1,500,000 0 0 0

施設整備等支出  （８） 2,772,470 1,732,500 0 0 1,039,970施設整備等による収支 

施設整備等資金収支差額  （９）＝（７）－（８） △ 1,272,470 △ 232,500 0 0 △ 1,039,970

財務収入  （１０） 0 0 0 0 0

財務支出  （１１） 1,750,000 0 1,750,000 0 0財務活動による収支 

財務活動資金収支差額  （１２）＝（１０）－（１１） △ 1,750,000 0 △ 1,750,000 0 0

予備費  （１３） 0 0 0 0 0

当期資金収支差額合計  （１４）＝（３）＋（６）＋（９）＋（１２）－（１３） 15,172,498 △ 677,478 13,434,548 2,338,234 77,194

前期末支払資金残高  （１５） 27,883,208 2,199,911 21,653,699 4,029,598 0

当期末支払資金残高  （１６）＝（１４）＋（１５） 43,055,706 1,522,433 35,088,247 6,367,832 77,194

 
 


